
 

2月期相場概況 

2月期の日経平均株価は約 72円下落した。期中の高値は 2/22の日中高
値 10,449円、安値は 2/9日中安値 9,867円。 
2010年 2月期の日経平均は前期からの下落を引き継ぎ一時 10,000円の
大台割れもあったが、そこからさらなる下落はなく、1 月末と比べて微
下げだった。 
前期末 1月最終週は、米国の新金融規制案や住宅関連・雇用関連の指標
の悪化を受けて大幅に続落、日経平均もこれを受けて下落を続け、結局

10,198 円という 1 月安値で 1 月期を終える形となったが、今期 2 月に
入ってからも欧州の財政懸念、いわゆる PIIGS問題により株式市場の軟
調が続き、為替もリスク回避から再び円高が加速し、2/5 には 300 円幅
の下落、週明け 2/8 には日経平均は 10,000 円台の大台を割り込んだ。
しかしそこからさらなる下落は起きず 2/9の安値 9,867円を底に 10,000
円を中心としたもみ合いを続け、結局 10,092円で 2月 SQを迎えた。 
2月SQ明けからも何度か 10,000円の大台を試すような下げに見舞われ
たが、ここは割り込むことなく下げ一服、PIIGS問題も一旦落ち着いた
形で、オリンピックが始まると日本市場は完全に小動きとなってしまい、

10,250 円を中心として±150 円ほどの小康状態が続いた。結局 10,126
円で今期を終えた。 
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